第２部会（生活環境）第７回部会概要
日　時　　平成１９年８月６日（月）午後６時３０分～午後９時３０分

場　所　　登別市役所　第２委員会室
出席者　　大山口光男、大平定子、近藤功、塩沼和雄
説明員　　山崎市民生活部長、高田環境対策室長、萩野市民サービスグループ総括主幹、鳴海環境対策グループ総括主幹、南環境対策主幹

事務局　　宮崎企画主幹、千葉企画主査

議　題　　１．外部評価について
　　　　
１．外部評価について

　　前回決定した外部評価対象事業について、市の担当グループより説明を受け、質疑を行った。
２．主な意見等
（１）不法投棄等防止事業

○　不法投棄防止看板の設置箇所は過去の事例を見て選定していると思われるが、その結果不法投棄は減っているのか。

　　～看板を立てれば捨てにくい心理が働く。不法投棄は少なくなってきており、効果は出ている。

　　　○　今までの看板設置数はどれくらいか。いつまで２０基設置し続けるのか。

　　　　　～過去全ての設置箇所数は把握していないが、効果は出ており看板の設置も続けていく。

　　　○　不法投棄によって捨てられるものの種類はどんなものが多いか。

　　　　　～多いのは家庭用雑貨。電化製品ではテレビが多い。産業廃棄物の不法投棄は少ない。

　　　○　予算額が１７２千円となっているが内訳は。

～看板やバリケードなど材料費がほとんどである。なお看板やバリケードの設置は職員が直営で行っている。

· 巡回パトロールを行っているが、過去の実績により計画的に市内を回っているのか。

～登別市内の主要な箇所は１日で巡回している。
　　　○　地上波のデジタル化が近づいているが、テレビの不法投棄が増えるのでは。

　　　　　～予測がつかない。
　　　○　不法投棄の実績を見ると平成１６年度では３６件のうち本人処理が８件ある。本人処理とは見つかったということか。

　　　　　～中身を確認し、個人を特定できる領収書等が出てきた場合、本人に通知している。確認できなかったものは市の職員が日常業務として処理している。
　　　○　年度別不法投棄場所の資料を見ると、登別市全体では不法投棄数は減っているものの、場所によっては減っていないところもある。

　　　　　～山間部はどうしても多くなる。警察や自衛隊と協力してパトロールなどを行っている。
· 山間部は一回に捨てられる量も多いのでは。
～最近は投棄量も減ってきている。

· 市民以外の不法投棄が見つかったことはあるのか。

～登別市民以外の不法投棄を特定したことはない。

　

（２）交通安全協会交付金、交通安全推進事業　　　
　　　○　交通安全協会の組織構成は。

　　　　　～一般会員の企業や事業所、町内会と賛助会員の行政からなる。

· 似たような事業が２本立てになっている理由は。

～例えばカーブミラーなど設置後の財産が市のものであるときは市が行い、交通指導員の確保や啓発活動など実行部隊が交通安全協会である。

· 予算の内訳を知りたい。

～主な内訳として交通安全推進事業はカーブミラーや啓発用の看板にかかるもの、交通安全協会交付金は交通安全指導員等の人件費が中心。

· 交通安全協会は室蘭と登別が１つになれないのか。

～過去からの色々な経緯があり、別々に活動している。

· 室蘭の交通安全協会の活動は登別と違うのか。

～活動内容は違う。室蘭は自動車学校も経営しており社団法人である。

· 事故多発マップのようなものは作っていないのか。

～市では作っていない。

· 交通安全推進事業は平成１９年度から金額が増えているが。

～平成１８年度は実績値であり執行残がある。

　
（３）登別市暴力追放運動推進団体連絡協議会助成金、室蘭登別防犯協会連合会助成金

　　　○　暴力追放運動推進団体連絡協議会とは登別市で過去に暴力団に対する対策が必要となってできた組織なのか。

　　　　　～北海道警察の指導でできた組織である。

· 同じような組織であるが統合するとすれば誰が旗振りをするのか。

～北海道警察であると思うが、標記の２つの組織は警察内で管轄が違う。

· 室蘭登別防犯協会連合会助成金の室蘭と登別の助成金の割合はどのようになっているか。

～金額の内訳は室蘭市約１，２７０千円、登別市６５０千円でほぼ人口割合となっている。

　　　○　町内会にて防犯灯の設置を市の補助を受けながら行っているが、犯罪件数削減の効果は検証できるか。
　　　　　～検証は難しい。

（４）その他

　　　○　市民サービスグループの事務事業について、似通った事業を２本づつ説明したが、その区分けについてわかりづらい面があったと思う。時間をいただいて整理するので次回に再度説明させて欲しい。(市民サービスグループ)

　

３　決定事項

（1） 次回、再度市民サービスグループより説明を受ける。

（2） 出席率向上にむけ、少なくとも出欠の連絡はしてもらうようお願いする。

（3） 次回開催日　平成１９年８月２７日（月）

　　　　　　１８時３０～　市役所２階　第２委員会室

　（４）議題　外部評価の実施　　　　　　　　
